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第 1 章 
はじめに 

概要 

プッシュインストールによって、システム管理者は、複数のクライアント PCにサイレ

ントインストールすることができます。プッシュインストールは、主に下記の 3つの工

程で実行されます。 

• 設定ツール「PushInstallConfigTool.exe」を利用することで、設定ファイル

「Config.ini」に初期値を設定する。 

• Microsoft Active Directoryの機能を利用してプッシュインストールを実行する。

これにより、クライアント PCにソフトウェアが登録されます。 

• インストーラーによって、クライアント PCに Sharpdesk 及び ネットワークスキ

ャナーツールがインストールされる。 

インストールにはシリアル番号が必要となるので、クライアント PCへのプッシュイン

ストールを開始する前に、設定ツールを利用して、適切なシリアル番号を事前に入力し

てください。 
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サーバーからクライアントPCにSharpdesk 及び ネ
ットワークスキャナーツールをインストールする 
（注意： プッシュインストールでは、クライアントPC
にインストーラーファイルをコピーしません。） 

Sharpdeskインストール用 
読み書き可能な共有フォルダー 
（設定ファイルとサーバー用Sharpdesk 
インストールパッケージを含む） 

Active Directoryサーバー 
（ Windows 2012R2 Server） 

プッシュインストールGPO 
プッシュインストールグループに 
グループポリシーを割り当てる 
（Sharpdesk 及び ネットワークスキャナ

ーツールをインストール 
するためにグループを作成する） 

読み書き可能な共有フォルダー

上にSharpdeskインストールパッ

ケージを配置する 
ドメインサーバー 
（Windows 2012R2 

Server） 

ファイルサーバー 

 GPO 

OU 

クライアントPC 

GPO: グループポリシーオブジェクト（Group Policy Object） 
OU: 組織単位（Organization Unit） 

プッシュインストール 
グループ 

プッシュインストールOU 
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第２章 
プッシュインストールの設定 

Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールは、Windows Server 2012R2 Active Directory の
プッシュインストール機能を用いて、Windows 7、Windows 8.１ または Windows 10 の PCに

インストールすることもできます。ここでは Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツール

のプッシュインストール方法について説明します。なお、プッシュインストールを行うに

は Active Directoryの管理や専門知識が必要となります。また、Windows Server 2012R2でグ

ループポリシーの作成や管理の経験も必要となります。 

最小システム要件 

Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールをプッシュインストールで登録するために

は、以下のネットワーク構成が必要です。 

• Microsoft Windows Server 2012R2（Active Directory を含む） 

• ネットワーク共有フォルダー 

• クライアント PC 
システム管理者は、ネットワーク共有フォルダーに Sharpdesk 及び ネットワークスキャナー

ツール インストーラーを配置します。サーバーはクライアント PCへのプッシュインストー

ルの管理を行います。 

最小サーバー要件    

Sharpdesk、コンポーザー、及び ネットワークスキャナーツールをプッシュインストールす

るための最小サーバー要件は、以下の通りです。 
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サーバー Microsoft Windows Server 2012R2 または互換性のあるも

の 
CPU: 1.4 GHz, 64-bit CPU 
メモリ: 2 GB RAM 
ハードディスク

空き容量: 
160 GB 

ネットワーク機

器: 
10Base、100Base または 1000Base イーサネットカード 

ネットワークソ

フトウェア: 
TCP/IP プロトコルスタック 

ネットワーク Windows ネットワーク環境 
Active Directory クライアント PCを含む Active Directory ドメイン環境 

最小ネットワーク共有フォルダー要件 

ネットワーク共有フォルダーは、全ての認証ユーザーに対して読み書き権限が与えられて

いる必要があります。 
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最小クライアントPC要件 

Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールを正しくインストールしてお使いいただく

ためには、下記のシステム環境を満たしていることが必要です。インストール前に確認し

てください。 

オペレーティングシステム

要件: 
Windows 7 
Professional/
Enterprise/Ult

imate 

Windows 8.1 
Professional/E
nterprise 

Windows 10 
Professional/Enterprise/Ul
timate 

CPU: 1GHz 32-bit/64 bit 
メモリ: 1 GB RAM/2 GB RAM (64-bit) 
ハードディスク空き容量: 800 MB 
グラフィックス能力: Direct X 9 をサポートした 128 MB 以上の Video RAM 
Internet Explorer: V8.0 以降 V 10.0 以降 V11.0 以降 
ネットワーク機器: 10Base、100Base または 1000Base イーサネットカード 
ネットワークソフトウェア: TCP/IP プロトコルスタック 
インターネット接続: Sharp の製品サポートサイトに接続する必要がありま

す。 
 

Microsoft .NET Framework (事前確認事項) 

XPSファイル形式をサポートするには、.NET Framework 3.0 以上の提供するコンポーネ

ントの一部が必要です。( .NET Framework 3.0 を推奨) 

Sharpdeskで XPSファイル形式を利用する場合、Sharpdeskをプッシュインストールする

前にあらかじめクライアント PCに.NET Frameworkをインストールしてください。.NET 
Frameworkのプッシュインストールについては、下記のリンクを参考ください。 

.NET Framework（Microsoft 参照）： 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa964979(VS.85).aspx 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa480217.aspx 

旧バージョンの Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールの有無 (事前確認事項) 

バージョン 3.3 以前の Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールがクライアント 
PCに存在してはいけません。プッシュインストールを開始する前に、すべてのクライ

アント PCから旧バージョン の Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールを手動で

アンインストールしてください。プッシュインストール中に旧バージョン の Sharpdesk 
及び ネットワークスキャナーツールのインストールが検知された場合、そのクライア

ント PCには Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールはインストールされません。

クライアント PCのイベントビューアーには、このバージョンはアップグレードサポー

トされていないと記録されます。 

注意：詳細については、「イベントビューアーでエラーログの確認」を参照してくださ

い。 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa964979(VS.85).aspx�
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa964979(VS.85).aspx�
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa964979(VS.85).aspx�
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サーバーの準備 

以下の説明では下記条件が満たされていると仮定します。 

• Windows Server 2012R2 Active Directory がインストールされている。 

• グループ ポリシー管理コンソールがインストールされている。 

• プッシュインストールの設定はドメインコントローラで行われます。インストーラー

を配置した共有フォルダーについては、ドメインコントローラまたはファイルサーバ

ーに設定できます。 
プッシュインストールは、上記の環境に限定されるものではありません。ここで説明して

いる内容に間違いはありませんが、詳細な設定内容については、ご利用のサーバーに応じ

て、適宜変更していただく必要があります。 

ネットワーク共有フォルダーの準備 

ファイルサーバーまたはドメインコントローラに Sharpdesk, コンポーザインストールパッ

ケージを配置するためのフォルダーを作成します。そのフォルダーを共有化し、認証ユー

ザーに対して共有フォルダーの読み書き権限が与えてください。そのフォルダーにインス

トールパッケージを配置し、最後にネットワーク共有フォルダー上のパッケージにアクセ

スできるかどうか確認してください。 
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クライアントPCへのシリアル番号の割り当て 

クライアント PCに Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールをインストールするには、

適切なシリアル番号が必要です。クライアントPCにプッシュインストールを開始する前に、

Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツール インストールパッケージにある設定ツール

を利用して、適切なシリアル番号を入力してください。設定ツールは Sharpdesk 及び ネット

ワークスキャナーツールのシリアル番号が有効かどうかを確認し、プッシュインストール

時にクライアント PCに一つのシリアル番号を割り当てます。シリアル番号には複数のアク

ティベーションに使用可能なものがありますが、設定ツールは各シリアル番号の使用状況

を記録し、有効なライセンス数を超える場合は新しいシリアル番号が選択されます。有効

なシリアル番号をすべて使用した場合はプッシュインストールは停止します。すべてのイ

ンストール対象のクライアントPCに対して十分なシリアル番号並びにライセンス数を用意

する必要があります。以下では設定ツールの操作方法を説明します。 

1. Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールのインストールパッケージを配置した

ネットワーク共有フォルダーを開く。 

2. ネットワーク共有フォルダーの読み書き権限を確認する。 

3. ネットワーク共有フォルダーの「PushInstallConfigTool.exe」をダブルクリックすると、

以下の画面が表示される。 
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4. Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールのシリアル番号またはプロダクトキー

を入力し［追加］ボタンをクリックします。すべてのクライアント PC にインストー

ル可能なライセンス数の有効なシリアル番号またはプロダクトキーを入力し、［追加］

ボタンをクリックします。シリアル番号またはプロダクトキーのリストとインストー

ル可能なユーザー数が表示されます。 

5. クライアント PC 上の Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールのインストール

先を入力します。インストール先はWindowsのフォルダー命名規則に従う必要があり、

ネットワークドライブは使用することができません。インストール先は以下の文字を

含むことができません。 
/  ,  ;  #  *  ?  \ <  >  |  %  $ 

デフォルトのインストール先: “C:\Program Files\Sharp\Sharpdesk” 

6. クライアント PC が属する部門名を入力します。 

7. 最後にインストールするソフトウェアコンポーネント(Sharpdesk、ネットワークスキャ

ナーツール、コンポーザー)を選択します。 

8. ［OK］ボタンをクリックすると設定ファイル「config.ini」を共有フォルダー内に作成

され、設定ツールが終了します。シリアル番号またはプロダクトキーがクライアント

PC に割り当てられました。 
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組織単位の作成 

クライアント PCの属する組織単位(OU)が存在しない場合は、［Active Directory ユーザーと

コンピュータ］を使い、Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツール プッシュインストー

ルのための組織単位(OU)を新規作成します。作成された組織単位(OU)にグループポリシー

が適用されます。 

まず、コントロールパネルにある［管理ツール］－［Active Directoryユーザーとコンピュー

タ］を起動する。 

1. 組織単位を作成したい場所で右クリックする。 

2. ［新規作成］－［組織単位（OU）］を選択する。 

3. 任意の名前を入力する。ここでは、「SharpdeskPushInst」とする。 
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クライアント PC の組織単位への適応 

1. ツリービュー上の［Computers］を開くと、ドメイン上のすべての PCが表示される。 

2. プッシュインストールする PCを右クリックし、［移動］を選択する。 
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3. 作成した組織単位（OU）に移動させる。ここでは、「SharpdeskPushInst」に移動す

る。 
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グループポリシーオブジェクトの作成とリンク 

グループポリシー管理コンソール（GPMC）を使って新規グループポリシーオブジェクト

(GPO)を作成し、先に作成したクライアント PCを含む組織単位（OU）へリンクさせます。 

1. 作成した組織単位（OU） 上で右クリックする。ここでは「SharpdeskPushInst」とす

る。そして［このドメインに GPO を作成し、このコンテナーにリンクする...］を選

択する。 

 
2. 任意の名前を入力する。ここでは、「PushInstGPO」と入力している。 
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3. ［新規］ボタンをクリックし、任意の名前を入力する。ここでは、「PushInstGPO」

と入力している。 

4. ツリービューの作成した GPOを右クリックし、［編集］を選択する。 

5. ［コンピュータの構成］の［ソフトウェアの設定］を選択する。  

6. ［ソフトウェア インストール］を右クリックし、［新規］―［パッケージ］を選択

する。 
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7. ブラウザでインストールパッケージがあるネットワーク共有フォルダーを開く。ロ

ーカルパスではなく、ネットワークパスを指定しないといけないので、［マイ ネッ

トワーク］からフォルダーを開いてください。 

8. ネットワークパスの共有フォルダーの MSIパッケージを選択する。 
例：\\<Servername>\SHARE\Sharpdesk\Sharpdesk.msi 
注意：ローカルパスにある MSIパッケージを選択しないこと。 
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9. ［開く］ボタンを選択する。 

10. ［ソフトウェアの展開］ダイアログが表示される。 

(i) 英語（US）でインストールする場合は、［ソフトウェアの展開］の［割り当て］

ボタンを選択する。この設定によって、サーバーは、クライアント PCが再起

動後、いつでもクライアント PCにプッシュインストールできるような状態に

なる。 

(ii) ［OK］ボタンを選択する。 
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11. 日本語でインストールしたい場合は、［詳細設定］ボタンを選択する。 

(i) ［変更］タブを選択する。 

(ii) ［追加］ボタンを選択する。 

 
(iii) 以下の表より使用する言語の変換用ファイル (.mst)の名前を参照し、選択する。 

日本語版は「1041.mst」を選択し、［開く］ボタンをクリックする。 

(iv) ［OK］ボタンを選択する。 

S.No 変換ファイル 言語 
1 1028.mst 中国語（ 繁体字) 
2 1031.mst ドイツ語 
3 1033.mst 英語（米国） 
4 1034.mst スペイン語 
5 1036.mst フランス語（ フランス ） 
6 1040.mst イタリア語 
7 1041.mst 日本語 
8 1043.mst オランダ語 
9 1049.mst ロシア語 （キリル） 
10 1053.mst スウェーデン語 
11 2052.mst 中国語（簡体字） 
12 2057.mst 英語（英国） 
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グループポリシーオブジェクトの編集 

GPOの作成後、グループポリシーオブジェクト エディタを使ってプッシュインストールを

行うために GPOを設定します。インストールパッケージを作成する際、［ソフトウェアの展

開］ダイアログで［割り当て］が選択されていることを確認します。ソフトウェアインス

トールパッケージがインストーラーが格納されている共有フォルダーを参照し、かつ GPO
のソフトウェアパッケージの［Windows インストーラ］で以下の項目を確認します。 

常にシステム特権でインストールする 

ユーザーによるインストール制御を有効にする 

Windows インストーラーを無効にする 

グループポリシーオブジェクト作成＆設定後、gpupdate.exe コマンドラインツールを使って

ドメインセキュリティーポリシーを更新します。 

 

1. 組織単位（OU）を右クリックし、［プロパティ］を選択する。 

2. ［グループポリシー］タブを選択する。 

3. GPOを右クリックし、［編集］ボタンを選択する。 

4. ［コンピュータの構成］［管理用テンプレート］［Windowsコンポーネント］

［Windows インストーラ］を選択する。 

 
5. 下記のグループポリシーの項目を［有効］に設定する。 

(i) 「常にシステム特権でインストールする」 
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(ii) 「ユーザーによるインストール制御を有効にする」 

 
 

 
 

 



 

プッシュ インストレーション ガイド  21 

6. 下記のいずれかの方法でドメインサーバーのポリシーを更新する。 

(i) ドメインサーバーを再起動する。 

(ii) コマンドラインで、「gpupdate.exe」と入力する。 

 

 
サーバーでのプッシュインストールの準備は完了しました。 



 

プッシュ インストレーション ガイド  22 

クライアントPCでの操作 

Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールのインストールを開始するにはクライアン

ト PCを再起動する必要があります。再起動するまではインストールは開始されません。単

にログオフしその後ログオンするだけでは不十分です。 
注意：クライアント PCを 2回以上再起動しなければいけない場合もあります。2度目の再

起動まで、Windows のスタートアッププロセスが Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツ

ールの自動インストールを遅延させることがあります。 

クライアント PCを再起動する前に、［スタートアップ ポリシー処理時の待機時間を指定す

る］を設定する必要があるので、次の手順に従って設定してください。 

1. ［スタート］をクリックする。スタート画面の［検索］ボックスに「gpedit.msc」に

入力して、検索結果から「gpedit.msc」を選択してください。 

2. ［コンピューターの構成］の［管理者のテンプレート］にある［システム］―［グ

ループポリシー］を選択する。 

3. ［スタートアップ ポリシー処理時の待機時間を指定する］を右クリックし、［編集］

を選択する。 

 
4. ［有効］ボタンを選択し、［待機する時間（秒）：］に 60 またはそれ以上の値を入力

する。［適用］ボタンをクリックして［OK］ボタンをクリックする。 
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5. クライアント PCを 2回再起動する。 

Windows 7 並びに Windows 8 では、スピニングアイコンが表示されます。これらはプッシュ

インストールが実行中であることを示しています。ネットワークの通信速度にも依存しま

すが、ダウンロード時間は最大２時間掛かる場合もあります。 

注意：ソフトウェアパッケージのダウンロードはログオン画面が表示される前に行われま

す。もし再起動後、ログオン画面が直ぐに表示される場合はプッシュインストールがまだ

開始されていません。この場合は再起動をもう一度試してください。サーバーからクライ

アント PCにファイルがダウンロードされると Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツー

ルのサイレントインストールが開始します。ネットワークスキャナーツール ウィザードの

概要については、「ネットワークスキャナーツールユーザーガイド」を参照してください。 

サーバーからクライアント PCにファイルがダウンロードされると Sharpdesk 及び ネットワ

ークスキャナーツールのサイレントインストールが開始します。ネットワークスキャナー

ツール ウィザードの概要については、「ネットワークスキャナーツールユーザーガイド」を

参照してください。 

２度の再起動の後でもソフトウェアがインストールされない場合は、クライアントPCの「イ

ベントビューアー」を開き、エラーが発生していないか確認してください。エラー原因を

修正後、クライアント PCを再起動してください。 
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イベントビューアーでのエラーログの確認（失敗した場合のみ） 

「イベントビューアー」でクライアントのエラーログを確認することができます。［コント

ロールパネル］［管理者ツール］［イベントビューアー］で、下記の画面が表示されま

す。 

 
 

ここでは、クライアント PCに旧バージョンの Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツー

ルが存在する場合のエラーが表示されています。 

 

 

 

 



 

プッシュ インストレーション ガイド  25 
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この場合、エラーログはサーバーにも保存されます。 

例：“\\<Servername>\SHARE\Sharpdesk\Logs” 

 
注意：「付録」を参照してください。 
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プッシュインストール機能でSharpdesk 及び ネットワークスキャナ

ーツールのアンインストール 

プッシュインストール機能で Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールをインストー

ルした場合は、プッシュインストール機能でアンインストールしてください。プッシュイ

ンストール機能でインストールした Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールを手動

でアンインストールしないでください。 

［Active Directory ユーザーとコンピュータ］を利用し、次の手順で、プッシュインストール

機能で Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールをアンインストールすることができ

ます。 

1. ドメインの組織単位（OU）、または登録したパッケージが含まれるポリシーを右

クリックし、［プロパティ］をクリックする。 

2. ［グループポリシー］タブを選択する。 

3. パッケージを登録したポリシーを選択する。 

4. ［編集］ボタンをクリックし、登録するパッケージをグループポリシーエディタで

開く。 

5. ［コンピュータの構成］［ソフトウェアの設定］［ソフトウェア インストール］

からインストールパッケージが登録された場所を開く。 

6. 右側のビュー上の登録したパッケージを右クリックする。 

7. ［すべてのタスク］をクリックし、［削除］を選択する。 

 

 
8. 下記の 2 つのオプションがある［ソフトウェアの削除］ダイアログが表示される。 

(i) 直ちに、ソフトウェアをユーザーとコンピュータからアンインストールする 

(ii) ユーザーにソフトウェアの使用を許可するが、新しいインストールは許可しな

い 
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9. 最初のオプションを選択し、組織単位（OU）から Sharpdesk 及び ネットワークスキ

ャナーツールをアンインストールする。 

注意： 

Sharpdesk 及び ネットワークスキャナーツールがプッシュインストール機能でインスト

ールされた場合、プッシュインストール機能でアンインストールすることを推奨します。

プッシュインストール機能でインストールした Sharpdesk 及び ネットワークスキャナ

ーツールを手動でアンインストールしないで下さい。 

コントロールパネルから手動でアンインストールした場合、Sharpdeskの次期バージョ

ンのインストールの際に予期せぬ動作が生じるかもしれません。その場合、警告メッセ

ージが表示されるかもしれませんが、メッセージを無視してインストールを継続してく

ださい。 
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付録 

ログフォルダーとイベントビューアーのエラー情報 

プッシュインストールが失敗した場合、インストーラーはログファイルにエラー情報を記

録します。 

• 旧バージョンが存在する場合： 
Sharpdesk V3.2などの旧バージョンが PCに存在する場合、インストーラーは共有フォ

ルダー上のログフォルダーとイベントビューアーにエラー情報を記録します。 

• シリアル番号が適切でない場合： 
シリアル番号が適切でない場合、インストーラーは共有フォルダーのログフォルダーと

イベントビューアーにエラー情報を記録します。 

• 利用可能なライセンスがない場合 
システム管理者はシリアル番号で許容された以上のPCにプッシュインストールした場

合、インストーラーは共有フォルダーのログフォルダーとイベントビューアーにエラー

情報を記録します。 

• フォルダーパスが適切でない場合 
インストーラーの配置場所が適切でない場合、インストーラーは共有フォルダーのログ

フォルダーとイベントビューアーにエラー情報を記録します。 
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イベントビューアーのみのエラー情報 

プッシュインストールが失敗した場合、インストーラーがログフォルダーにエラー情報を

記録しない場合があります。ただし、イベントビューアーにエラー情報が記録されていま

す。 

• 共有フォルダーに読み書き権限が与えられていない場合： 
プッシュインストールのためのインストールパッケージが読み書き権限のある共有フ

ォルダー上で利用できない場合、インストーラーは共有フォルダーに存在するログフォ

ルダーにエラー情報を書き込めないので、インストーラーはイベントビューアーのみに

エラー情報を記録します。 

• ネットワークから PC が切断された場合： 
クライアント PCにプッシュインストールが実行されている際に、ネットワークから PC
を切り離すと、Sharpdeskインストーラーは共有フォルダーのログフォルダーにエラー

情報を記録できません。 

• PCの電源が落ちた場合： 
クライアント PCにプッシュインストールが実行されている際に、PCの電源が落ちる

と、共有フォルダーのログフォルダーにエラー情報を記録できません。 
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用語集 
•  組織単位（OU）： 共通カテゴリーのユーザーを分類したコンピューターのグループ

のこと。Sharpdesk はこの組織単位のコンピューターのみにプッシュインストールされ

る。Microsoft 社 参照 

• グループポリシー管理コンソール 

• FQDN：完全修飾ドメイン名 

• Kerberos プリンシパル 

http://technet.microsoft.com/en-us/windowsserver/bb512919.aspx�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=0a6d4c24-8cbd-4b35-9272-dd3cbfc81887&displaylang=en�
http://msdn.microsoft.com/en-us/magazine/bb985042.aspx�
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